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風送ダス トに よ る放射強制力
★
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1．は じめに

　風 に よ っ て 舞い 上 げ られ る土壌 性 ダス トは、大気 中に 浮遊 す

る全 エ ア ロ ゾル 質量の 60％以 上 （重量 比）を 占め て い る とい わ

れ て い る。その 成分 の 大部分は石 英で 構成 され て い るが、Ca
や Fe などほか の 元素化合物 も微量 に含まれ、太陽の 光や 地球

放射を吸収、散乱する効果が ある。地 球大気に浮遊す るダス ト

の 分布を求め、それを元に風送ダス トの 有無に よる放射強制力

を評価 してみ たの で これ を報告する。

2．モデルの説明

　ダス ト分布 を求め る全球モ デル （MASINGAR ）は、特 にダ

ス トの 発生 過程に工 夫を凝 ら し、土壌の 粒 径分 布を与 える こ と

で 自動 的に大気中に浮遊す る ダス トの 粒 径 分布が 求 ま るよ うに

な っ て い る CI　naaka 　and 　Chiba，2005，　JMSJ，　acoepte ｛D。 本 モ

デル で は粒 径が 0．2〜20 μ n の 範囲の 粒 子 を扱 う。土壌粒 子 の

放射へ の 効果は、MR μJMA 　98 大気大循環モ デル （Shbata　et
証 ，　1999）の 放射モ デル に OPAC の 光学的特駐を組み込 ん で フ

ィ
ー

ドバ ッ ク させ て 計 算す る （高橋 他 2004，気象学会秋 季大

会）。 こ こで の 放射強制 力 の 評 価は、現実大気条件 下 （ERA40
に よっ て大気モ デル をナ ッ ジン 列 で の過 去 44 年間 （1958−

2001年）の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を元に、ダス トがある場合 とない

蝪合の 差 と して 評 価 して い る。

◎eH

］eNEO

］0550s

（a）TOA

一

3．結果

　現在 の 気候肉 牛で の 平均 的 な ダス トの 量 は 0．034gm −2、大気

上端 にお ける放射強制 力 は 一〇．33　W 　m
’2 とな っ た （図 1a）。大

気上端 で は 、多くの 領域で汰気中の ダ ス トに よっ て 太陽放射が

散乱され る冷却効果がダス トによ る地球放射の トラ ッ プに伴う

加熱効果 を上回 り、全体 と して 冷却にはた らい てい る。しか し、

サハ ラ砂漠や ゴ ビ砂漠などの 乾燥地域は もともとの 地表面の ア

ル ベ ドが高 く、それ に比 して浮遊す るダス トの 散乱が小 さい こ

とか ら太 陽放 射 の 大気 系外 へ の 後方 散乱 率は低 い 。こ の た めこ

の 地域で は ダ ス トは 地 球大 気 系を温 め る効果を もつ こ とに なる。
他方、大気下端で の 放射強制力を 見る と全域が負 とな っ て お り

（図 1b）、ダス トに よ る 太陽 放射 の 地 表面 への 入 射 量の 減少が大

きい こ と を示 して い る。大 気 中に浮か ぶ 全ダス トと それ が 作 り

出す放射強制 力の 関係を地 球全体の 平均で比較する と （図 2＞、
大気上端、大気 下端 共 に比較的きれ い な線形 関係にな っ てい る

（それ ぞ れ幅 は あ るが）。大気 上端 で 冷 や され る効 果 に比べ 、地

表 面 を暖 め る効果の 減少 率が大 きく、差 し引きす る と大気 は ダ

ス トの 存在に よっ て 暖め られる こ と とな る。こ の よ うな放射エ

ネル ギー
の 分 配 の 変化 が 大気大循環 に 与え る影響は、ダス トの

気候 へ の 影響 を考える上で 重要 に なると考え られ る。
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↑図 1 （a ） 大 気 上 端 に お け る 年 平 均 放 射 強 制 力

　　　（b）大気 下 端 に お け る年平均放射強制力

　　　（単位は Wm −2）。 グ レ ース ケ
ー

ル の 部 分は 加

　　　熱 効 果 、白地 に 等 値 線 の 部 分は 冷 却 効果 を示

　　　す。

← 図 2 全 球 平均 で み た 大 気中浮 遊 ダ ス ト量 と放射

　　　　 強制力 との 関係 （全球平均 ・年平均）。
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